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先
壁
者
が
率
先
し
て
用
ゐ
出
し
だ
ら
追
々
ボ
ツ
轟
々
に
櫨
ま
う
に
蓮
ひ

な
い
。
斯
し
て
途
に
一
般
肚
會
に
及
ぼ
す
事
は
強
ち
難
事
で
は
無
か
ら

ラ
。
．
そ
こ
で
自
分
は
先
づ
本
誌
の
三
図
者
に
向
っ
て
是
非
試
み
ら
れ
ん

事
を
お
薦
め
す
る
次
第
で
あ
る
。
其
れ
に
は
古
い
時
計
を
買
ひ
求
め
て

所
要
の
も
の
に
射
直
す
が
よ
い
。
先
づ
短
針
．
こ
長
針
の
速
さ
の
割
合
が

嚇
ぐ
」
十
二
で
あ
る
の
を
一
ε
十
に
改
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
是
に
は
二
針
を

蓮
蒸
す
る
歯
車
の
歯
藪
を
攣
回
せ
ば
良
い
。
器
用
な
入
は
自
分
で
や
っ

て
見
る
が
よ
い
。
次
に
蓮
韓
を
早
め
る
に
は
振
子
時
計
な
ら
ば
，
振
子

の
長
ざ
を
短
く
し
た
り
、
玉
の
目
方
を
輕
く
し
た
り
し
て
、
兎
に
角
三

十
六
分
で
長
針
が
一
周
す
る
様
に
直
せ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
甚
振
り
の

時
計
な
ら
ば
輪
の
目
方
を
大
凡
露
分
位
に
論
り
落
す
か
よ
い
。
そ
し
て

後
は
ゼ
ン
マ
イ
の
長
さ
を
加
減
し
て
丁
度
三
十
六
分
の
聞
…
に
合
す
の
で

あ
る
。
斯
く
せ
ば
慶
物
に
等
き
時
計
が
忽
ち
四
千
年
の
蕎
慣
を
突
破
し

た
最
新
式
の
も
の
に
早
攣
り
す
る
。
自
分
は
已
に
一
個
試
み
て
現
に
壁

間
に
カ
チ
く
吝
い
て
居
る
。
生
活
改
善
の
一
助
．
こ
し
て
趣
味
ミ
か
文

化
ざ
か
を
喋
々
す
る
子
壷
は
手
つ
か
ら
遣
っ
て
見
ら
れ
る
の
も
興
深
か

き
事
ミ
信
ず
．
る
。
（
完
）

　
　
　
あ
る
古
い
日
時
計
の
銘
－

暗
に
飛
び
去
る
，
日
1
1
登
る
、
起
し
て
影
に
傾
く
、

暗
存
し
て
去
ら
し
め
よ
、
覗
よ
！
　
愛
に
凡
て
の
上
に
あ
リ
！

小
遊
星
エ
ト
ラ
の
蚕
業
見

（
及
び
ワ
ト
ソ
ン
の
小
津
マ
」
業
績
）

山
　
本
　
一

清

　
此
の
頃
、
天
文
杜
會
で
興
味
あ
る
事
實
は
小
遊
星
エ
ト
ラ
（
諺
。
け
窪
帥
）

が
嚢
見
さ
れ
た
く
」
じ
ふ
こ
ミ
で
あ
ろ
。
こ
の
エ
ト
う
く
」
い
ふ
小
遊
星
は

今
か
ら
丁
度
五
十
年
以
前
帥
ち
一
八
七
三
ヰ
の
六
月
十
三
日
、
米
國
、
ζ

シ
ガ
ン
州
ブ
ン
、
ア
ー
ボ
ア
天
文
善
果
J
c
ワ
ト
ソ
ン
が
蛇
遣
座
ク
シ

星
の
直
ぐ
南
あ
労
り
を
逆
行
（
西
行
）
し
て
み
る
の
彫
獲
離
し
た
の
が
最

初
で
、
漁
れ
は
早
く
隊
洲
へ
も
電
報
で
知
ら
さ
れ
、
佛
國
マ
ル
セ
イ
ユ

天
丈
皇
で
も
同
月
十
七
日
か
ら
一
週
間
の
間
観
測
さ
れ
土
が
．
嚢
見
者

ワ
ト
ソ
ン
は
干
れ
を
七
月
五
日
ま
で
観
測
し
つ
草
け
た
。
さ
て
濡
れ
は

小
遊
星
ε
し
て
は
第
百
三
十
二
番
目
の
星
で
、
エ
ト
ラ
ミ
い
ふ
名
を
付

け
ら
れ
、
ワ
ト
ソ
ン
自
身
が
其
の
軌
道
の
計
算
を
し
て
、
叫
八
七
四
年

八
月
の
始
め
再
び
此
の
星
が
衝
の
位
置
に
來
て
、
観
測
が
好
都
合
に
な

る
時
機
の
観
測
者
の
た
め
に
精
し
い
推
算
表
を
獲
表
し
、
扁
彦
星
者
の

観
測
を
促
し
た
。
蓋
し
同
年
（
一
八
七
四
年
）
の
七
月
か
ら
ワ
ト
ソ
ン
は

金
星
観
測
の
た
め
支
那
の
北
京
へ
還
征
す
る
筈
で
、
其
の
た
め
，
自
分

・
こ
し
て
は
此
の
星
の
観
測
を
績
行
ず
る
こ
ご
は
不
可
能
・
こ
思
は
れ
た
。

　
し
か
る
に
、
不
思
議
に
も
此
の
エ
ト
ラ
星
は
其
①
年
に
は
世
界
牢
の

（
一
七
）
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誰
も
着
れ
を
再
嚢
見
に
成
功
せ
す
、
其
れ
か
ら
何
年
経
っ
て
も
、
燧
に

二
十
世
紀
の
今
日
に
至
る
ま
で
再
獲
見
が
行
は
れ
参
、
多
く
の
人
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
は
や
此
の
星
は
全
く
紛
失
し
た
も
の
ε
諦
め
．
て
了
つ
た
有
様
で
あ
っ

た
。　

最
初
の
嚢
見
か
ら
今
日
ま
で
五
十
ヶ
年
、
こ
れ
ほ
曹
長
い
年
月
一
回

も
観
ら
れ
な
い
「
こ
い
ふ
こ
ε
は
、
ニ
ウ
ト
ン
の
引
力
法
語
が
確
立
さ
れ

そ
れ
に
よ
っ
て
他
の
幾
多
の
星
は
殆
ん
さ
糖
て
完
全
に
其
の
薄
行
が
籔

學
上
か
ら
解
決
が
出
來
て
る
る
今
日
で
あ
る
か
ら
、
エ
ト
ラ
星
が
全

く
行
方
不
明
に
な
っ
た
こ
ミ
は
誠
に
不
可
解
な
天
文
學
上
の
謎
唱
し
し
て

多
く
の
人
々
の
念
頭
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
十
九
世
紀
の
末
頃
、
．
此
の

問
題
を
ド
イ
ツ
國
ヂ
ユ
セ
ル
ド
ル
フ
天
文
肇
の
ル
ー
テ
ル
氏
が
や
か
ま

し
く
論
じ
て
、
自
ら
ワ
ト
ソ
ン
の
観
測
や
軌
道
要
素
の
綿
密
な
研
究
を

行
な
ひ
，
再
三
，
推
算
位
置
を
計
算
し
、
學
者
た
ち
の
観
測
を
う
な
が

し
た
が
」
や
は
り
無
菌
で
あ
っ
た
。
1
一
一
九
↓
三
年
目
米
國
ロ
ー
エ

ル
天
文
皇
で
ラ
ン
プ
ラ
ン
ド
圧
が
爲
眞
に
よ
っ
て
登
見
し
た
↓
天
艦
が

此
の
問
題
の
エ
ト
ラ
星
で
あ
る
S
い
ふ
評
判
が
立
っ
て
、
一
時
學
界
を

賑
は
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
之
れ
は
其
の
後
の
観
測
が
理
論
・
こ
一
致
せ

す
、
遽
に
、
エ
ト
ラ
で
な
い
ミ
い
ふ
結
論
に
到
着
す
る
ε
共
に
、
エ
ト

ラ
星
は
元
の
通
り
、
不
可
解
の
雲
に
つ
・
ま
れ
て
、
や
は
り
紛
失
さ
れ

た
ま
蕊
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
此
の
小
遊
星
の
紛
失
ε
い
ふ
こ
霊
は
、
特
に
此
の
エ
ト
ラ
星

（
一
八
）

に
つ
い
て
は
、
全
く
不
可
能
な
こ
¶
こ
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
フ
ト
ソ
ン

が
旧
八
七
阻
年
七
月
号
嚢
表
し
た
エ
ト
ラ
の
軌
道
廿
才
は

　
近
日
黙
黄
経
　
　
　
一
、
五
ご
度
一
、
分

　
昇
交
鮎
黄
継
　
　
　
工
五
九
度
四
四
分

　
軌
溢
傾
斜
角
　
　
　
　
二
五
度
0
分

　
離
　
心
　
率
　
　
　
　
　
○
。
三
入
一

　
山
へ
陽
よ
リ
土
均
㎜
琴
丘
　
　
　

二
の
臨
時
○
｝
（
天
文
盟
中
位
）

　
　
一
日
の
李
均
の
角
蓮
動
　
八
四
五
・
九
秒

の
で
あ
っ
て
，
之
れ
で
見
て
、
軌
道
の
傾
斜
が
す
い
ぶ
ん
大
き
い
っ
ミ

ε
、
離
心
率
も
非
常
に
大
き
い
の
で
、
特
に
注
意
を
惹
い
た
も
の
で
あ

る
が
、
一
八
九
四
年
、
ル
ー
テ
ル
氏
が
計
算
し
直
し
た
結
果
に
よ
る
¶
こ

　
　
亭
均
の
角
影
野
に
　
九
〇
三
・
七
秒

ε
な
り
、
興
れ
は
、
偶
然
、
木
星
の
李
均
蓮
動
二
九
九
・
一
秒
の
殆
ん

“
」
三
倍
丁
度
に
な
っ
て
み
る
。
し
て
見
る
ε
，
此
の
工
ト
ラ
星
に
樹
し

て
は
、
木
星
－
こ
い
ふ
大
尉
力
の
所
有
者
が
、
週
期
的
に
此
の
星
の
軌
道

を
大
に
擁
織
す
る
こ
ミ
に
た
り
、
途
に
は
、
軌
道
要
素
が
大
黒
化
を
す

る
筈
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
今
吾
々
が
小
遊
星
の
個
々
を
判
別
す
る
の

は
軌
殖
要
素
の
如
何
に
よ
る
よ
り
他
に
殆
ん
，
ご
信
頼
す
べ
き
方
法
を
知

ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
要
素
が
愛
化
し
て
了
へ
ば
、
こ
、
に
全
く
、

二
つ
の
天
膿
が
同
踊
の
も
の
で
あ
る
や
否
や
の
誤
断
が
出
心
な
い
わ
け

で
あ
る
。
、
た
ざ
ひ
、
今
、
元
の
天
艦
ミ
同
じ
帰
籍
を
本
塁
に
観
測
し
て
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み
て
も
そ
れ
が
昔
の
も
の
ミ
同
じ
だ
マ
」
い
ふ
謹
糠
が
塞
が
ら
な
い
一
－

か
く
し
て
、
エ
ト
ラ
墨
は
、
や
は
り
、
事
塗
上
、
「
紛
失
し
た
」
ε
い
ふ

こ
電
に
な
る
の
で
あ
る
。
故
に
此
の
エ
ト
ラ
は
、
撒
理
上
か
ら
言
っ
て

も
永
久
に
再
嚢
見
が
不
可
能
ε
、
殆
ん
さ
絶
望
的
に
考
へ
ら
れ
て
る
た

　
し
か
る
に
、
昨
年
（
一
九
二
二
年
）
十
二
月
十
二
日
及
び
其
翌
十
三
日

押
領
ア
フ
リ
カ
の
ア
ル
ゼ
ー
ル
天
文
皇
に
於
い
て
、
エ
ク
ホ
フ
ス
キ
多

望
を
夢
の
蓬
賞
辞
、

　　　，　Ke　；・t　Fl　；．i

　　　き尾　、
　　　毘　’

　ゼ6…　溶軌う
e
　　　　　　　　NsN

恥W
・
い

、
　
　
　
　
O劇●漣齪

i

ナ
q

．

痔稲武’⑬8

　e’　ef

よ‘

　＞Pヘ

ノ冷へ｝

　　；
ie　一
，一タe－S‘・

　r’ノ

　．●

の
」　

　
ひ
0
6

星
　
　
。

咳
・

。
．
9
9
．
◎げ

●

が
左
の
位
置
に
震
豪
し
た
紬
小
遊
星
が
あ
る
。

　
翌
月
＋
ご
日
位
置
赤
経
践
時
昊
・
一
分
赤
緯
（
北
）
穴
度
二
七
分
　
光
度
δ
λ
等

　
同
一
日
工
　
　
置
時
醤
ゐ
分
同
　
同
ズ
度
六
分
同
δ
八
・
弊

ア
ル
ゼ
ー
ル
で
は
、
い
つ
も
の
通
ゆ
、
假
り
に
之
れ
を
K
星
ε
呼
ぶ
こ

ε
に
し
た
。
ε
こ
ろ
が
」
ス
ペ
イ
ン
國
バ
ル
セ
ロ
ナ
天
文
毫
に
於
い
て

も
、
偶
然
、
右
の
初
日
ε
同
日
に
左
の
如
き
襲
見
を
し
た
星
が
あ
る
。

　
中
ご
月
主
目
位
置
　
赤
経
滋
墨
壷
山
分
　
赤
緯
（
北
）
天
真
夷
《
分

す
る
霊
、
叉
、
更
に
露
國
シ
メ
イ
ス
天
文
皇
に
於
い
て
も
、
右
の
事
情

は
知
ら
な
い
で
る
て
、
ベ
リ
ヤ
ウ
ス
、
キ
氏
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
＋
二
月
究
日
赤
聾
醤
雰
塁
ハ
秒
赤
緯
（
北
）
這
雲
霞
分
光
度
δ
・
辱

ざ
い
ふ
↓
小
遊
星
を
引
見
し
た
ε
い
ふ
通
知
が
キ
ー
ル
の
小
遊
星
中
央

局
に
達
し
た
此
の
シ
メ
イ
ス
で
嚢
見
さ
れ
た
も
の
に
は
、
や
は
り
例
の

通
り
，
一
九
二
二
N
A
ε
い
ふ
假
名
が
付
せ
ら
れ
た
。
誰
が
見
て
も
わ

か
る
通
り
、
此
の
三
ケ
所
で
別
々
に
細
見
さ
れ
た
三
つ
の
小
遊
星
は
、

つ
ま
り
、
閥
一
の
星
な
の
で
あ
る
、
ミ
こ
ろ
が
、
此
の
嚢
表
の
あ
っ
て

後
、
間
も
な
・
く
，
今
も
術
ヂ
ユ
セ
ル
ド
ル
フ
天
文
皇
に
小
遊
星
研
究
を

や
っ
て
み
る
ル
ー
テ
ル
氏
が
、
右
の
星
は
て
っ
き
り
か
の
エ
ト
ラ
星
に

相
違
な
い
一
こ
い
ふ
こ
、
こ
を
、
本
年
一
月
八
日
の
日
付
で
、
キ
ー
ル
の
中

央
局
に
手
紙
で
言
ふ
て
よ
こ
し
た
。
流
石
に
撒
十
年
末
、
此
の
エ
ト
ラ

星
問
題
を
研
究
し
て
み
た
人
だ
け
あ
っ
て
、
誰
よ
り
も
先
づ
此
の
事
に

氣
が
付
い
た
の
で
、
實
際
。
五
十
年
前
の
ワ
ト
ソ
ン
の
軌
道
要
素
に
少

少
改
ハ
良
を
加
へ
る
ε
、
今
回
W
艘
見
さ
れ
た
此
の
星
の
位
置
は
角
度
七
十

分
以
内
に
於
い
て
．
鰍
理
上
の
計
算
S
よ
く
符
合
す
る
の
で
あ
る
。
更

に
叉
、
ア
ル
ゼ
ー
ル
黒
戸
毫
の
嚢
見
者
エ
ク
＊
フ
ス
キ
氏
か
、
昨
年
末
の

十
二
月
十
四
日
ε
二
十
二
日
間
v
三
十
日
ご
、
三
日
間
に
や
っ
た
槻
測
を

材
料
ざ
し
，
昔
の
エ
㍗
ラ
星
の
こ
・
こ
は
先
づ
念
頭
に
置
か
な
い
で
，
恰

（
一
九
）
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も
新
小
遊
星
の
や
う
な
考
へ
で
，
軌
道
要
素
を
計
算
し
て
見
た
結
果
が

｝
月
の
末
の
マ
ル
セ
イ
ユ
報
告
に
よ
っ
て
嚢
表
さ
れ
た
。
帥
ち

　
ア
ル
セ
ー
〃
新
獲
見
K
星
の
軌
道
要
素
、

　
　
近
n
昌
黙
認
買
経
　
　
　
一
五
二
此
及
四
山
ハ
分

　
　
昇
交
粘
黄
経
　
　
二
五
九
度
一
〇
分

　
　
軌
道
傾
斜
角
　
　
　
二
四
度
五
一
分

　
　
離
　
心
　
寧
　
　
　
　
○
・
三
八
○

　
　
太
陽
よ
り
畢
均
距
離
　
二
・
五
九
三
（
天
丈
軍
士
）

　
　
　
一
日
の
平
均
の
角
蓮
動
　
　
入
四
九
・
八
秒

で
あ
っ
て
、
之
れ
を
前
掲
の
ワ
ト
ソ
ン
の
要
素
ε
、
一
々
、
比
較
し
て

見
て
、
エ
ト
ラ
星
の
再
現
で
あ
る
こ
ξ
は
全
く
疑
ふ
の
寸
地
が
無
い
。

　
此
の
星
は
，
今
、
嚢
見
以
來
の
通
り
、
オ
リ
オ
ン
座
の
中
央
部
を
南

下
し
て
み
る
が
、
光
度
は
割
合
大
き
く
、
叉
、
五
十
年
以
來
の
詐
端
者

な
の
で
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
天
文
家
が
盛
ん
に
観
測
し
て
み
る
。
自
分
は

昨
十
日
夜
、
ブ
ル
ー
ス
望
遠
鏡
の
十
吋
レ
ン
ズ
に
よ
っ
て
此
の
エ
ト
ラ

を
撮
影
し
た
。
丁
度
此
の
時
、
エ
ト
ラ
は
オ
リ
オ
ン
の
ゼ
ー
星
の
北
東

を
東
行
し
つ
』
、
光
度
は
爲
眞
光
度
十
一
等
ε
見
積
ら
れ
弛
。
巻
頭
に

掲
ぴ
た
窮
眞
は
師
ち
そ
れ
で
あ
る
。

　
エ
ト
ラ
星
に
因
ん
で
、
其
の
最
初
の
登
見
者
ワ
ト
ソ
ン
の
事
を
、
思

ひ
起
す
が
ま
・
に
、
こ
・
に
述
べ
る
の
も
無
意
味
で
は
な
か
ら
う
。

　
ゼ
ー
ム
ス
、
ク
レ
ー
グ
、
ワ
ト
ソ
ン
（
》
霧
。
・
ρ
蝕
㈹
調
・
。
g
口
）
ε
い

（
一
一
〇
）

ふ
本
名
の
彼
れ
は
．
一
八
三
八
年
北
米
カ
ナ
ダ
に
生
れ
た
人
で
あ
る
が
、

小
児
の
時
、
合
衆
國
に
移
住
し
て
ミ
シ
ガ
ン
州
ア
ン
・
ア
ー
ボ
ル
市
に

住
ん
だ
。
十
五
歳
の
時
、
同
地
の
ミ
シ
ガ
ン
大
御
に
入
卜
し
、
初
め
文

科
を
修
め
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
華
言
、
数
學
を
好
ん
で
み
た
た
め

逡
に
、
當
時
そ
の
大
學
の
天
文
學
教
授
ε
し
て
有
名
で
あ
っ
た
ブ
リ
ユ

ン
ノ
ウ
（
卑
§
b
暑
）
の
下
で
天
文
…
學
を
研
究
し
、
哺
八
五
七
年
、
卒
業

・
す
る
や
、
間
も
な
く
、
ブ
リ
ユ
ン
ノ
ゥ
教
授
が
オ
ル
バ
ニ
i
天
文
皇
長

に
韓
じ
た
後
を
受
け
て
、
ア
ン
・
ア
ー
ポ
ル
天
文
士
長
ざ
な
っ
た
。
其

の
時
年
わ
っ
か
に
二
十
歳
、
以
っ
て
、
如
何
に
天
才
的
な
俊
傑
で
あ
っ

た
か
分
か
る
。
其
の
後
、
嚇
八
五
九
年
、
師
ブ
リ
ユ
ン
ノ
ウ
が
、
復
、

ア
ン
・
ア
ー
ボ
ル
大
學
へ
蹄
任
し
た
の
で
、
ワ
ト
ソ
ン
は
、
名
目
上

同
大
學
の
鰍
學
教
授
ε
な
り
、
翌
年
叉
韓
じ
て
物
理
學
教
授
の
名
を
襲

ふ
た
け
れ
，
ご
、
自
分
の
研
究
問
題
は
、
や
は
り
、
天
文
學
の
方
面
で
あ

っ
た
こ
ざ
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。
↓
八
六
三
年
ブ
リ
ユ
ン
ノ
ゥ
が
愛
蘭

ダ
ブ
リ
ン
天
文
五
指
に
韓
任
し
た
の
で
，
ワ
ト
ソ
ン
は
再
び
ア
ン
・
ア

ー
ボ
ル
天
文
里
長
の
名
に
復
し
、
爾
來
十
五
年
聞
其
の
地
位
に
在
っ
て

観
測
ミ
研
究
ε
を
働
ん
だ
。
ブ
リ
ユ
ン
ノ
ゥ
は
、
か
の
有
名
な
「
球
面

天
文
學
」
の
薯
者
で
あ
り
、
其
の
教
へ
を
受
け
た
ワ
ト
ソ
ン
は
亦
一
八

六
三
年
（
二
十
五
歳
に
し
て
）
か
の
「
理
論
天
文
學
」
を
著
し
た
。
共
に
今

日
の
天
丈
家
の
座
右
に
訣
く
べ
か
ら
ざ
る
著
述
で
あ
る
か
ら
、
今
の
天

文
変
生
に
も
彼
等
爾
人
の
名
は
廣
く
知
ら
れ
て
ゐ
る
っ
一
八
六
〇
一
七
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○
年
の
頃
ε
い
へ
ば
ー
ー
今
日
ミ
は
大
壷
な
相
蓮
で
ー
ー
歓
洲
に
比
べ

て
ア
メ
リ
カ
の
天
文
學
は
ニ
ウ
カ
ム
、
ホ
ー
ル
、
パ
イ
ア
ー
ス
等
が
出

て
、
漸
く
歓
洲
の
天
文
吾
子
か
ら
認
め
ら
れ
や
う
ε
し
て
み
る
時
代
で

あ
り
、
文
面
が
未
だ
新
開
地
氣
分
の
若
い
天
文
學
ε
い
ふ
や
う
に
考
へ

ら
れ
た
時
で
あ
．
る
が
ワ
ト
ソ
ン
は
ア
ン
・
ア
ー
ボ
ル
天
文
肇
の
十
二
吋

望
遠
鏡
を
誇
り
顔
に
使
用
し
て
、
新
孝
慈
や
新
研
究
ル
．
意
業
の
下
界
に

迭
り
、
若
年
に
も
か
・
は
ら
す
、
大
に
ア
メ
リ
カ
の
學
術
の
た
め
に
氣

を
吐
い
た
も
の
で
あ
る
。
ワ
ト
ソ
ン
は
ア
メ
リ
カ
政
府
の
委
任
を
受
け

て
，
前
後
三
回
の
天
膿
観
測
遽
征
族
行
を
し
た
Q
其
の
第
一
回
は
一
八

七
〇
年
イ
タ
リ
ー
の
シ
シ
リ
イ
島
へ
日
蝕
観
測
に
行
っ
た
こ
ε
で
あ
り

第
二
回
は
H
八
七
四
年
十
二
月
の
金
星
経
過
観
測
の
た
め
支
那
の
北
京

に
出
張
し
た
こ
ミ
で
あ
る
。
又
、
第
三
回
ば
M
八
七
八
年
の
日
蝕
槻
測

の
た
め
、
米
國
内
ワ
イ
オ
ミ
ン
州
ロ
ー
リ
ン
ソ
ン
に
出
張
し
、
此
の
時

日
蝕
皆
既
の
最
中
に
、
太
陽
の
近
く
に
未
知
星
を
獲
齢
し
た
。
此
の
時

コ
ロ
ラ
ド
州
デ
ン
プ
ー
市
に
も
有
名
な
ス
井
フ
ト
が
滞
在
し
て
観
測
甲

同
様
に
未
知
星
を
見
た
の
で
．
俄
か
に
詣
れ
等
が
學
界
の
大
間
題
ぐ
“
な

り
、
之
れ
は
必
ず
、
か
の
ル
ベ
リ
エ
ー
の
唱
道
し
た
ブ
ル
カ
ン
星
だ
ε

い
ふ
読
も
患
て
、
大
に
論
壇
を
賑
は
し
た
吻
し
か
し
不
思
議
に
も
ワ
ト

ソ
シ
の
見
た
星
ε
ス
井
フ
ト
の
見
た
星
ぐ
」
位
置
が
符
合
し
な
か
っ
た
な

さ
の
た
め
に
、
燧
に
ブ
ル
カ
ン
説
は
怪
し
く
な
り
，
從
っ
て
此
等
の
雪

見
は
鯨
り
重
ん
じ
ら
れ
な
く
な
っ
て
了
つ
た
。

ワ
ト
ソ
ン
は
ア
ン
㌔
ア
ー
ボ
ル
に
十
五
年
間
居
て
大
に
盛
名
を
墨
ぴ
た

が
一
八
七
八
年
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
マ
デ
ソ
ン
市
に
ワ
シ
バ
ー
ン
氏

寄
附
の
新
天
文
皇
が
建
設
せ
ら
れ
、
こ
Σ
に
十
六
吋
ミ
い
ふ
當
時
ε
し

て
は
頗
る
有
力
な
望
遠
鏡
が
設
備
せ
ら
れ
る
に
叢
り
、
同
天
文
皇
か
ち

招
聴
さ
れ
、
大
な
る
喜
び
ミ
希
望
ミ
を
持
っ
て
同
所
に
韓
任
し
た
。
し

か
し
、
こ
の
新
天
文
肇
建
築
工
事
監
督
な
，
こ
の
た
め
疲
勢
か
ら
病
を
起

し
、
未
だ
何
の
研
究
も
若
手
せ
す
、
赴
任
後
わ
っ
か
ニ
ク
年
に
し
て
、

一
八
八
○
年
嵩
の
地
に
死
去
し
た
。
享
年
四
十
二
。
躍
者
－
こ
し
て
は
惜

し
い
若
死
で
あ
っ
．
た
。

　
ワ
ト
ソ
ン
は
其
の
ア
ン
・
ア
ー
ボ
ル
の
在
任
時
代
に
二
十
二
個
の
小

遊
星
ε
二
個
の
彗
星
ε
を
登
書
し
た
。
師
ち

彗
星
ε
し
は

（
一
）
　
一
入
五
九
年
四
月
ご
十
三
口
　
（
一
入
五
九
年
第
二
彗
星
）

（
二
）
　
　
一
入
山
脚
四
年
凶
日
月
九
π
口
　
　
　
　
（
一
入
山
ハ
三
』
牛
第
五
避
「
星
）

但
し
之
れ
は
二
つ
ε
も
、
ワ
ト
ソ
ン
の
獲
見
以
前
に
、
濡
場
で
嚢
見
さ

れ
た
（
前
者
は
四
月
二
日
に
テ
ン
ペ
ル
が
嚢
賞
し
、
後
者
は
十
二
月
二

十
八
日
に
レ
ス
ピ
ギ
が
再
見
し
た
）
た
め
，
「
ワ
ト
ソ
ン
彗
星
」
ミ
い
ふ

名
は
付
せ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
ワ
ト
ソ
ン
が
褐
立
に
嚢
移
し
た

の
に
は
蓮
ひ
ほ
な
い
。
小
遊
星
の
方
で
は
、
ワ
ト
ソ
ン
は
左
の
如
き
大

成
績
を
墾
げ
た

（
一
）
　
エ
ウ
リ
ノ
ー
ム
（
小
遊
星
第
七
九
號
）
　
一
八
六
三
年
九
月
十
四
日
登
見

（
二
こ
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（
二
）

（
三
）

（
四
）

（
五
）

（
六
）

（
七
）

（
入
）

（
九
）

（
δ
）

（一

ｶ

ミ
ネ
ル
ブ

ナ
F
ロ
ラ

ヘ
カ
テ

ヘ
ソ
ナ

ヘ
ー
ラ

（
小
遊
星
第
九
一
ご
號
）
　
｝
入
六
七
年
八
月
二
十
四
日
磯
見

§舞尖翁雲叢「憲2皇29£父宅配盆三三
））））））））））））））））））
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エヒrト1コ・レ’トメミルイナ〉レリ1ソカF
ドラ1）アエ1ラシナテljテメラナテロ
ラ　ル　フネ　ス1アラネミ1　　　ラ
　　　　　　　　ネ　　　 スネ
（（（（（（（（（（（（！「（（（　　　　　　　　　　　　　　　　　　同同同同同同同同同同同同同同同同同‘同

（
三
）
ア
ン
ド
ロ
マ
キ
（
同

（一

O
）
ク
三
7
ム
子
ス
ト
ラ
（
同

こ
、
で
、

　
第
九
四
號
）

第
一
〇
〇
號
）

第
一
〇
一
號
）

第
一
〇
三
號
）

第
一
〇
四
號
）

第
一
〇
五
號
）

第
一
〇
六
號
）

第
一
一
五
號
）

第
一
一
九
號
）

第
ご
二
號
）

第
一
二
入
號
）

第
ご
ユ
ニ
號
）

第
一
三
三
號
）

第
＝
二
九
號
）

第
一
五
〇
號
）

第
噛
六
一
號
）

第
｝
一
一
↓
〈
．
號
）

第
一
七
四
號
）

第
一
七
五
號
）

第
一
七
九
號
）

一
入
山
二
七
年
九
月
山
ハ
日

一
入
山
ハ
八
年
七
月
〃
十
一
日

一
入
山
一
入
年
入
月
十
王
日

一
入
山
千
入
年
九
月
七
ロ
一

｝
八
、
六
隔
年
九
月
十
三
日

一
入
山
ハ
入
加
†
九
月
十
山
ハ
ロ
ー

↓
入
六
八
年
十
月
十
ロ

一
一
八
七
一
年
入
h
月
山
ハ
日

一
八
七
二
年
四
月
三
日

一
八
七
二
年
五
月
十
二
日

同岡同同同同同同同同

一
入
七
二
年
十
一
月
二
十
五
日
同

一
八
七
三
鉱
よ
ハ
月
十
三
口
目

一
入
・
七
三
加
†
八
月
ρ
十
山
ハ
日

一
入
七
四
年
十
月
十
日

一
八
七
五
年
十
月
十
九
日

一
入
七
山
一
年
四
月
【
十
八
日

一
八
七
山
ハ
年
九
月
〃
二
十
・
七
日

一
入
七
七
年
九
月
三
日

】
入
七
七
年
十
月
一
日

一
入
七
七
年
十
一
月
十
ご
日

同同同同同同同同同

　
　
　
　
思
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
ε
は
、
當
時
の
天
腿
観
測
方
法
の

こ
ε
で
あ
る
。
千
八
百
六
七
十
年
越
ε
い
へ
ば
、
未
だ
爲
眞
術
が
非
常

（
二
二
）

に
若
い
時
代
で
、
．
蝸
般
の
天
文
攣
縮
に
は
用
ゐ
ら
れ
て
る
な
い
頃
で
あ

る
。
其
の
頃
、
小
遊
星
な
さ
を
叢
見
す
る
た
め
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
黄

道
附
近
の
精
し
い
恒
星
圖
を
作
っ
て
置
い
て
、
詣
れ
ε
寝
際
の
天
S
を

↓
々
見
比
べ
て
未
知
星
が
あ
る
や
否
や
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
其
の

勢
苦
は
到
底
今
日
の
吾
人
の
想
像
以
上
で
あ
る
。
ワ
ト
ソ
ン
は
勿
論
此

の
如
き
方
法
を
取
り
、
忽
耐
－
こ
熟
練
－
こ
を
三
っ
て
上
述
の
姐
き
成
功
を

し
た
の
で
あ
る
。
殊
に
右
の
二
十
二
星
の
中
で
第
十
六
番
目
の
ジ
ユ
エ

ワ
ε
い
ふ
小
遊
星
は
、
前
に
も
述
べ
た
通
り
，
ワ
ト
ソ
ン
が
金
星
観
測

の
た
め
支
那
の
北
京
滞
在
中
に
概
見
し
た
も
の
で
、
し
か
も
其
れ
は
、
族

行
中
の
こ
一
こ
ε
て
、
星
圖
を
持
た
す
、
輩
に
、
自
分
の
心
豊
え
か
ら
、

望
還
忠
言
に
見
え
る
未
知
の
微
睡
を
二
見
し
た
の
で
あ
る
が
、
之
れ
な

，
ご
は
全
く
入
間
業
ε
は
思
は
れ
ぬ
。
l
l
因
み
に
、
此
の
星
の
名
に
つ

い
て
は
、
支
那
滞
在
記
念
の
た
め
、
「
支
那
の
望
み
」
－
こ
い
ふ
意
味
の
支

那
語
を
其
の
ま
為
英
語
に
下
煮
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
ワ
ト
ソ
ン
は
元
三
が
理
論
家
で
あ
っ
て
、
一
般
に
ニ
ゥ
ト
ン
法
則
に

よ
る
天
罷
蓮
動
的
に
は
特
別
な
興
味
を
持
っ
て
る
た
人
で
あ
る
が
、
特

に
白
分
が
獲
卜
し
た
二
十
二
個
の
小
遊
星
に
つ
い
て
は
、
責
任
を
感
じ

る
者
の
如
く
、
常
々
よ
く
回
れ
等
を
観
測
し
、
軌
道
要
素
の
研
究
海
．
怠

ら
な
か
っ
た
。
た
ま
く
病
死
す
る
に
際
し
覚
若
干
の
遣
産
を
後
人
に

托
し
、
翻
れ
を
以
っ
て
、
か
の
二
十
二
個
の
「
ワ
ト
ソ
ン
小
遊
星
」
の
研

究
を
將
來
も
誰
か
に
鰹
綾
し
て
行
っ
て
貰
ひ
た
い
噛
こ
遺
言
し
て
死
ん
だ



1－gtt，

の
で
あ
っ
た
。
今
日
、
五
十
年
ぶ
り
に
ワ
ト
ソ
ン
星
中
の
最
難
物
で
あ

る
エ
ト
ラ
星
が
再
び
其
の
存
存
を
確
か
め
ら
れ
る
に
到
っ
た
こ
噛
こ
は
、

ひ
ろ
く
、
天
文
學
界
の
慶
事
ば
か
り
で
な
く
、
死
ん
だ
ワ
㍗
ソ
ン
敏
授

の
露
の
た
め
に
も
、
特
別
な
喜
挽
－
こ
敬
意
ε
を
表
し
て
好
い
マ
」
思
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
ご
三
・
三
・
一
〇
、
ヤ
璽
キ
ス
天
丈
璽
に
て
）

　
　
　
ー
ー
お
し
ら
せ
ー
ー

巳
自
様

　
二
度
、
御
手
紙
を
有
難
う

　
私
共
、
來
る
八
月
か
ら
、
當
地
を
去
っ
て
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に

移
り
、
ヤ
！
キ
ー
ス
の
天
文
豪
の
日
蝕
観
測
除
の
仲
間
ミ
し
で
、
ロ
ス

ア
ン
ゼ
ル
ス
沖
の
サ
ン
タ
・
カ
タ
リ
ナ
島
に
暫
く
滞
在
し
ま
す
。
そ
れ

か
ら
直
ち
に
其
の
近
く
の
パ
サ
デ
ナ
市
に
あ
る
ウ
ィ
ル
ソ
ン
山
天
文
毫

に
参
り
、
そ
こ
に
十
二
月
ま
で
滞
在
研
究
致
し
ま
す
。

　
若
し
御
通
信
下
さ
る
な
ら
は
宛
名
は

　
　
竃
箋
㌶
タ
N
決
。
ロ
○
げ
の
薯
鷺
o
q
”
国
器
巴
2
2
0
月
一
鴫
。
呂
戸
q
・
Q
Q
．
｝

ミ
御
願
ひ
し
ま
す
b

　
　
三
月
二
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
r
キ
ー
ス
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
本
　
　
一
　
清

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
　
　
英
　
子

バ
ー
ナ
ー
ド
氏
の
こ
ご
こ
も
国

　
（
二
）
天
文
學
者
た
る
彼
ε
其
諸
登
見
　
そ
の
ニ

リ
ツ
ク
天
女
憂
に
於
け
る
彼
の
事
業

　
ハ
ミ
ル
ト
ン
山
に
重
て
彗
星
霊
星
辰
の
組
織
を
観
測
中
に
、
バ
ー
ナ

ー
ド
氏
は
多
藪
の
新
星
雲
を
嚢
子
し
た
が
、
其
の
中
刷
物
は
普
通
以
上

の
興
味
あ
る
さ
の
で
あ
る
。
其
の
日
は
そ
れ
の
事
情
ε
歴
史
マ
」
か
ら
梢

注
意
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
H
八
五
九
年
イ
タ
リ
ヤ
の
天
文
學
者
テ
ン

ペ
ル
（
臼
⑦
日
℃
。
一
）
が
プ
レ
ヤ
デ
ス
の
輝
星
の
一
で
あ
る
メ
ロ
ー
ペ
（
フ
ド

同
。
℃
。
）
が
一
つ
の
散
開
星
雲
歌
物
に
臨
ま
れ
て
み
る
の
を
嚢
見
し
た
。

是
は
塵
土
－
こ
し
て
普
通
の
機
械
で
使
用
し
得
る
最
大
親
野
－
こ
比
較
す
れ
ば

其
の
範
園
が
大
き
い
爲
め
見
る
に
非
常
に
困
．
難
で
あ
っ
た
か
ら
多
数
の

観
測
者
は
其
の
實
在
を
疑
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
次
い
で
そ
れ
を
見
る
事

が
出
來
な
い
の
は
星
雲
ざ
塞
く
」
の
間
に
必
要
な
封
照
を
與
え
る
に
充
分

な
廣
い
視
野
か
無
い
事
に
因
る
こ
ミ
か
知
れ
た
。
而
し
て
其
の
存
在
は

其
後
パ
リ
、
ク
》
ブ
リ
ッ
ヂ
及
び
其
他
に
於
て
撮
ら
れ
た
爲
眞
に
因
り

・
謹
明
せ
ら
れ
た
が
、
其
爲
眞
は
此
の
星
雲
の
更
に
大
き
な
範
團
を
閉
め

し
た
の
み
な
ら
す
、
叉
星
雲
款
の
も
の
が
プ
レ
ヤ
デ
ス
の
他
の
凡
て
の

輝
星
を
も
取
巻
い
て
居
る
事
を
も
平
め
し
た
Q
ハ
ミ
ル
ト
ン
山
の
大
望

遠
鏡
を
以
っ
て
此
の
方
面
を
観
測
中
バ
ー
ナ
ー
ド
氏
は
一
つ
の
小
さ
く

圓
い
而
も
善
く
境
づ
け
ら
れ
た
星
雲
を
見
付
け
た
が
、
鯨
り
メ
ロ
ー
ペ

（
二
三
）


